
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１年間の学校生活】 

避難訓練（月１回）  安全指導日（月 1回） 

小中一貫教育の日（年３回） 読書週間（年３回） 

【教職員一覧及び児童数(令和６年６月３日現在)】 

校 長 川村 和人  副校長 小泉 美樹 

 

 

１ 学 期 

入学式 遠足（３年・４年）交通安全教室（１年） 

交流行事（１年・２年） 

消防写生会（２・３年・なのはな学級全学年） 

運動会 集団下校訓練  道徳授業地区公開講座  

学校公開 学校説明会  家庭訪問(１年)  

プール開き・納め 地区清掃   

自転車安全教室（３年） 

川の学習（４年１組）長房中学校訪問（６年）  

日光移動教室（６年） 

保護者会  個人面談  夏休み算数教室 

         〔生 活 時 程〕 

登 校  8:15 ～ 8:25  清掃指導  12:55 ～ 13:15 

朝 会  8:30 ～ 8:40  昼休み  13:15 ～ 13:35 

健康観察  8:40 ～ 8:45  ５校時  13:35 ～ 14:20 

１校時  8:45 ～ 9:30  ６校時  14:25 ～ 15:10 

２校時  9:35 ～ 10:20  ５校時 木 13:15 ～ 14:00 

中休み  10:20 ～ 10:40  ６校時 木 14:05 ～ 14:50 

３校時  10:40 ～ 11:25  下校時刻 

４校時  11:30 ～ 12:15  月金 15:30 水 14:25 木 14:55 

給食指導  12:15 ～ 12:55  火 15:30（クラブ）15:15（委員会） 

 

 

 

【歴代校長】 

初代 鈴木 武三  （昭 44.8.1～）  ８代 川上 卓一  （平 9.4.1～） 

２代 田野倉 進  （昭 47.4.1～）  ９代 小泉 正三  （平 13.4.1～） 

３代 清水 敬子  （昭 51.4.1～）  10 代 伊藤  善博  （平 17.4.1～） 

４代 西山 静雄  （昭 57.4.1～）  11 代 植竹  利之  （平 24.4.1～） 

５代 山北 主夫  （昭 62.4.1～）  12 代 平賀  克明  （平 28.4.1～） 

６代 中島 久夫  （平 2.4.1～）  13 代 川村 和人  （令 3.4.1～） 

７代 松永芙貴子  （平 5.4.1～）      

 
  《父母と先生の会》本部役員 

会  長 吉川 いず美 

副会長 井口 智美、仙頭 朋子 

原 美穂岐 

書  記 市古 里美、宮園 桃子 

会  計 落合 晴菜 

会計監査・すまいる 立石 真緒 

ＣＳ担当 上嶋 雅子、沖 恵利 

会長補佐 秦 久美、戎崎 淳 

学級代表 永井 彩子、飯田 裕子 

 

担 当 氏 名 男 女 計 

１－１ 永瀬 真唯 12 10 22 

２－１ 大久保有紀 13 6 19 

３－１ 齋藤菜々穂 12 14 26 

４－１ 壺内 雄大 9 11 20 

５－１ 板井 貴彦 12 7 19 

６－１ 岡田 充弘 10 13 23 

小山浩明 八木真一 
野田一馬 浜田和美 

吉嶋菜央 山形涼祐、柴田一輝 
33 10 43 

児童総数 101 71 172 

音 楽 菊池惠里華 学校司書 宮前 洋子 

図 工 海平  彩 都事務 矢作 恵美 

算数少人数 神﨑 優奈 市事務 佐竹 佳子 

養 護 福田さや香 栄養士 阿久根美輪子 
特別支援教室専門員 山本 保子 給食調理 中村  治 
あさかぜ教室 一関 秀行 給食調理 坂田登志子 
あさかぜ教室 篠原 裕子 給食調理 長田 晴好 
あさかぜ教室 周佐 沙雪 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 花盛 瑞絵 
あさかぜ教室 井戸根聡典 学校サポーター 山口 洋子 
あさかぜ教室 峯村 妙子 学校サポーター 安藤 晃子 

時間講師 根岸 哲也 学校サポーター 磯田 直美 

時間講師 福島貴美江 用 務 石田 真二 

時間講師 田中 真弓 用 務 木村 吉伸 
なのはな図工講師 佐々木加奈 施設開放員 山田 和弘 
なのはな指導補助・講師 磯田 洋子 施設開放員 小峯 修明 
なのはな指導補助・講師 加藤 孝子 施設開放員 前田 和夫 
なのはな指導補助 牧野 純子 施設開放員 永野 善健 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 若林 俊郎 施設開放員 中白 明夫 

  施設開放員 岩間  崇 

 

なのはな学級 

２ 学 期 

引き渡し訓練 交流給食 三校交流会 地区清掃 

なのはな学級校外宿泊学習（なのはな学級４年） 

移動教室（５年） 薬物乱用防止教室（６年） 

セーフティ教室 保護者会 学校公開 学習発表会 

校外学習（１年・２年）社会科見学（３年・４年） 

ＣＳどんぐり笛（１年・２年）ＣＳやきいも大会 

３ 学 期 

書き初め展 学校公開 地区清掃 保護者会 

オンライン工場見学（５年） 

ＣＳ昔遊び（１年・２年） 

社会科見学（６年）６年生を送る会  

卒業式 修了式 



令和６年度                          

           

長房小学校校歌                           

作詞  宮沢 章二 

作曲  福井 文彦 

１ みどりに染まる朝風が 

ゆれて輝く丘の春 

ひとりひとりの胸に咲く 

望み明るい菜の花よ 

多摩の御陵にかおる木も 

伸びゆく夢を歌う友 

２ なかよく学ぶ長房の 

知恵の実りを告げる秋 

共にやりぬき助け合い 

愛のひかりを広げよう 

つくる未来をえがく日は 

高尾の鳥も高く飛ぶ      

          

     

  

 

 

 

 

 
 

☆ 平成２３年度から、地域運営学校(コミュニティ・スクール)指定を八王子市教育委員会 

より受けました。学校運営協議会設置校１３年目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒193-0824 八王子市長房町 340番地４ 

電話 042-661-2081・042-666-7552(なのはな学級)・042-661-2085（あさかぜ教室）FAX 042-667-5431 

交通 JR西八王子駅北口 バス長房団地・城山手行き 富士森高校前下車 

学校運営協議会 (学校運営に地域が参画)・・・・「地域と共に歩む学校づくり」 

【協議会委員】 ・森 秀三（会長)（地域代表）・上田 幸夫（学識経験者、元第五小校長）  

・西山 典明（地域代表・青少対会長） ・山西 萬洲男（学校ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・長房ファーム担当） 

・坂本 博美（主任児童委員）・木村 雄一（地域代表）・本堂 房雄（地域代表・CS だより「さんしょ」担当） 

・上嶋 雅子（保護者代表）  ・沖 恵利（保護者代表) ・川村 和人（学校長） 

【事務局】 ・小泉 美樹（副校長）・八木 真一（地域連携担当)・齋藤 菜々穂（地域連携担当） 

・山形 涼祐（地域連携担当）・柴田 一輝（地域連携担当)・壺内 雄大（教務主幹）・小山 浩明（生活指導主任） 

・矢作 恵美（事務主任） 

＊ 自分の考えをもち よく考えやりぬく子 
＊ 豊かな心をもち なかよく助け合う子 
＊ 健康安全に気を付けじょうぶで明るい子 
 

＊ 子どもが落ち着いて学べる学校 
＊ 子どもが安心して生活できる学校 

＊ 地域から親しまれ信頼される学校 
 



    

① 個別最適・協働的な学びの充実とともに、主体的・対話的で深い学びのある授業改善に取り組む。 

  ○ 学習状況や子どもの特性理解を深め、学校サポーター、指導補助、学習ボ 

ランティアとの連携を継続させ、個々の子どもへのきめ細やかな指導を行う。 

  ○ 家庭との連携による規則正しい生活習慣の確立と家庭学習を定着させる。 

  ○ 学習目標を明確にした授業で子ども自身に見通しをもたせ、学習意欲を喚 

起する。 

  ○ 分かりやすい授業展開と簡明な指示や説明を追究する。 

  ○ 学年に応じた話し方や聴き方のモデルを掲示するなどして言語環境を整備 

   する。 

  ○ 学習用具の準備や学習用端末の活用について、家庭と学校が共通した認識をもって指導を行う。 

  ○ 場に応じた言葉遣いや態度を身に付けさせる。 

  ○ 日常の情報交換を大切にし、全教職員が共通の認識をもって指導にあたる。 

② 学習評価における児童１人１台の学習用端末（タブレット）を活用して、協働的・探究的な学習を確立する。 

③ 東京ベーシック・ドリルや八王子市学力定着度調査等の活用を検証し、算数の基礎学力の定着をめざし、さらに 

効果的な活用方法を探り、実践する。 

④ 朝読書等、読書を日常的に行う読書生活（学校・家庭）を構築し、読むことの能力を身に付けさせる。 

 

    

 

① 「いじめを許さないまち八王子条例」に基づき、保護者・子ども・地域・学校が 

一体となって「いじめをしない、させない学校」にするための取組を推進する。 

② 居場所のある温かい人間関係を育てる学級経営を心掛け、「いじめ・暴力・不登校 

のゼロをめざし、「学校いじめ対策委員会」を中心に未然防止に努め、いじめを発見 

したときには、組織的にかつ早急に対応する。 

③ いじめに関する子ども対象のアンケート調査を定期的継続的に実施し分析すると 

ともに、子どもの相談を充実させ、いじめに向かわせないための未然防止に、取り 

組む。 

④ 特別の教科道徳において、「考える道徳」「議論する道徳」の授業改善を進め、子 

どもたち自身が、答えが一つではない問題に対して、自らの問題として話し合い、 

実際に行動に移す力を育成し、子ども相互で認め合い、励まし合い、高め合う人間 

関係の育成を図る。 

⑤  異学年交流やなのはな学級と通常の学級との交流及び共同学習によって、一体感 

の醸成や人と関わる力を伸ばし、社会性を育成する。 

⑥  年間を通じて「ことば遣い」の指導に取り組み、全校集会で、発表の機会を設定 

する。 

⑦  学校運営協議会、長房中学校地区地域づくり推進会議等と連携を進める中で、 

地域人材活用による学校農園（長房ファーム）やキャリア教育の一層の推進を図る。 

⑧  清掃指導や整理整頓、花壇や農園の整備、遊び等を通して、子どもと子ども、 

教職員と子どもが向き合い、子ども理解を一層深めて信頼関係の構築を図る。 

 

 

 

① 学校保健委員会や学校医等の専門的知識を活用して、保護者・地域住民の健康教育についての意識をより一層高め、 

子どもの健康の保持増進を図る。 

② 外部講師による薬物乱用防止教育を高学年で実施し、薬物の恐ろしさや薬の正しい服用等についての理解を深める。 

③ 歯科指導を実施し、虫歯保有率の改善を図る。 

④ 喘息や食物アレルギーについての認識を深め、適切な対応や処置をするための知識を深める。 

⑤ 保護者や地域住民と連携した、安全教育を推進するとともに、あらゆる場面を想定した避難訓練や防災安全指導により、自

己の命を守ろうとする態度や能力を身に付けさせる。 

⑥ 計画的・定期的な安全指導と日常的な安全指導、さらに安全学習等を通じて、危険を予測し、回避する能力を育成する。 

異学年交流学習・体力テスト 

北
校
舎
玄
関
・
児
童
の
図
工
作
品
ミ
ニ
展
示 

１人１台学習用端末の活用 



義務教育修了後「社会の中でよりよく生きようとす

る子」の育成をめざし、次の３つの児童像を目標とし、

一層の連携を図る。 

〇学習を大切にする子 

〇自他を大切にする子 

〇体を動かすことを大切にする子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船田遺跡で知られるこの地域は､古代には集落のあっ 

た所である。開校前は、菜の花畑が広がるのどかな田 

園地帯であった。その地域に市営・都営の団地ができ、 

大変貌を遂げた。人口約２万人の街が広い道路を挟ん 

で拓け、近隣に新しく住宅が建ち、児童数は１５２９ 

名３６学級になったこともある。その後徐々に児童数 

は減少､令和６年６月現在は１７２名である。 

子どもたちは、人なつこく素直である。子ども一人 

ひとりが持ち味を伸ばし、希望と意欲に満ちた明るい学 

校づくりを推進している。 

 地域の方々は、郷土や学校への愛着を強くもってお 

り、子どもの成長に寄せる期待も大きい。本校をよく 

理解し、協力を惜しまないことから、平成２３年度に 

始まった地域運営学校としての活動は非常に活性化し 

ており、また父母と先生の会を中心に保護者同士の相 

互扶助や児童の健全育成を図るボランティア活動も盛 

んに行われている。特に授業終了後本校校庭を活用し 

て行われている放課後子ども教室「すまいる」には、 

たくさんの子どもたちが参加し、地域のボランティア 

の方々に見守られながら、元気に遊んでいる。また、 

地域の方との共同作業による学校農園「長房ファー 

ム」の取組は、子どもたちの栽培学習にも役立てられ、 

収穫された野菜は給食や児童会の活動にも生かされて 

いる。 

小中一貫教育長房中学校グループ〈長房中・長房小・ 

船田小〉の連携を土台に地域の絆を強め、学校・家庭・ 

地域で子どもたちを育てる環境作りを進めている。 

① 保・幼・中・高との円滑な接続を図る。 

② 地域運営学校としての教育活動の充実を図る。 

③ 保護者や地域社会との連携・協働の実践に努める。 

④ 学校ホームページを活用して、積極的に情報を発信する。 

⑤ 地域・保護者との連携をさらに強め、あいさつのできる子どもを育てる。 

S43.12  建設工事着工（鴻池組） 
44. 7   八王子市立長房小学校設置 
44. 8  初代校長、教職員発令、 

横山第二小学校で開設準備開始 
44. 9  開校式  学級数 16 児童数 391名 
44.11   校舎落成式（開校記念日） 
45. 9   プール・付属建物完成 
46. 7   正門前歩道橋完成 
46.12   校章制定（菜の花デザイン） 
47. 3   校旗制定 
47. 3   体育館完成 
47. 8   小プール完成 
48.10   校歌制定 
49. 3   船田小開校に伴うお別れ式 
49.12   父母と先生の会設立総会 
57. 3   飼育小屋新設 
60. 7   岩石園工事完成 
62. 4  特別支援学級なのはな開設 
H 1. 3   防災備蓄倉庫設置 
1. 4   日本語学級開設（～13.3.31） 
2.11   野草園完成 
13.12   学校 110番通報装置設置 
19. 1   八王子市教育委員会研究協力校 研究発表会 
19. 4   八王子市教育委員会指定:小・中一貫教育モデル校 
21. 4   文部科学省研究指定:外国語活動の実践研究 
21.10   南校舎西側トイレ改修工事終 
23. 4   地域運営学校(コミュニティスクール)指定 

 市民より市教育委員会を通して箏 13箏寄贈を受ける 
23.10   北校舎耐震工事完了 
24. 4   大妻女子大社会情報学部理学博士、及び情報工学博士 

との共同教材開発(英語・算数) 
24. 8   長房小ファーム開始、南校舎耐震工事完了 
25. 2   長房小地域運営学校市研究発表 
25. 4   日光市足尾和太鼓「銅」から和太鼓寄贈を受ける 
25. 8   2013 PC Conference算数 

「動的視覚化による新しい教育法」学会発表 
26. 5   校庭放送設備修繕、校庭砂場木枠取替修繕 
26. 7  校庭一部芝生化 
27. 9   書画カメラ及びプロジェクタの配備 
28.12   減速ロードハンプ工事 
29. 4  校務支援システム導入 

30.11  開校 50周年記念式典を実施 

R 3. 2   児童 1人１台学習用端末配備 

R 3. 4   特別支援教室『あさかぜ』開設 

R 4. 4   八王子市教育委員会指定 

創価大学連携事業 AL＋GIGA推進校 

R 5. 4  創価大学連携事業 AL＋GIGA推進校継続 

R 6. 4   創価大学連携事業 AL＋GIGA推進校継続 

R 6. 4   長房学童保育所校内へ移転 

学校運営協議会・焼き芋大会 

小中一貫教育 長房中学校グループの目標 
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